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「何が変」なのでしょうか。
もちろん、お母さんが答えること自体が悪いわけではありません。
まだ慣れない場所で緊張している子どもを助けようという親心は、ごく自然なもの
です。
しかし、スタッフが子ども本人に質問をするのには理由があります。
それは、スタッフと子どもの最初のコミュニケーションづくりという大切な意味も
あるということです。
初めての場所では、多くの子どもが緊張します。
モジモジしたり、お母さんの後ろに隠れたり、なかなか言葉が出てこなかったりす
ることも珍しくありません。
それでも、「恥ずかしいね」「ゆっくりでいいよ」と少し待ってあげることで、勇気を出して「4さい」「マリナです」と自分の口で答えら
れれば、その小さな成功体験は、「自分で言えた」という自信につながり、スタッフとの信頼関係を築く第一歩にもなります。
大人がすぐに代わりに答えてしまうと、その大切な機会を逃してしまうことがあります。

安心できる環境の中であれば、子どもが自分の言葉で答える機会を少しだけ
見守ってあげることも、成長を支える大切な関わり方ではないでしょうか。
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こんにちは！
今日からですね

お名前は？

マリナです

マリナ
4才です

いくつ？

4才です



実際にしている家事は？

ママへの気遣いは？

子供の育児や関わり方について
気にかけていることは？

現役パパに

～子育てについて～
「子どもの笑顔はもちろん、『パパ大好き！』と言われた日は
天にも昇る気分。でも次の瞬間には『ママがいい～！』で
現実に引き戻されます（笑）。毎日が予想外の連続ですが、その分、
できることが増えたり、何気ない一言に成長を感じたり・・・
大変さもひっくるめて、子育ては笑いと感動がいっぱいです！」
　　　　　　　　　　　　　　アクラブ親子水泳在籍パパより

〇洗い物　〇掃除　〇ゴミ出し　〇休日の食事作り
〇お弁当作り　〇お風呂掃除
〇習い事の送迎/洗濯（干す・たたむ）

子育てをしていて
楽しい・嬉しいことは？

〇興味関心が育つようにできる限り一緒にやってみる
〇身体を丈夫にするために公園で遊んでいます
〇保育園・幼稚園の保護者会の参加
〇休日は公園やお出かけを楽しんでいます
〇子供の話を否定せずに聞いています

〇家事ですかね？寝ているときには起こさないように気を
　使っています（笑）
〇ママ友の飲み会に参加してもらってます
〇「いつもありがとう」「俺がやるよ」「頑張りすぎないで」
　「今日はどうだった？」と声をかけています。
〇ママの一人時間を作っています
〇記念日や誕生日を大切にしている

〇子供の笑顔、寝顔、成長
〇割と会話になるようになってきたので意思疎通ができる
　ようになり広がりました。
〇「パパじゃないとダメ！」と言われた瞬間は、胸がぎゅっ
　となるほど嬉しい
〇「ありがとう」「大好き」と言ってもらえたとき
〇子供の頑張る姿を応援できること


